
令和２年度宮城県ＮＰＯ等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金
（団体名） ＮＰＯ法人仙台傾聴の会
（事業名） 傾聴活動による「心のケア」・「人材育成」 等 ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

（別記様式２別紙）

初期 中期 長期

正会員
活動従事者
及び動場所

1.被災者支援
・復興住宅集会所の
「茶話会 ・ 傾聴カ
フェ」 ・ 「傾聴音楽
カフェ」・「箱庭カフェ」
参加者へ記録紙発
行の為、「聴き書き」
実施。編集会議等を
経て編纂する

・公開講座
引きこもり等、社会
性あるテーマで開催
・｢傾聴ボランティア養
成講座」を､仙台市、
多賀城市、石巻市
富谷市、塩竃市に
て開催予定
・「傾聴基本講座」は、
随時開催する。
・ネットワーク交流は、
白石市､大和町､塩
釜市､柴田町､利府
町にて開催予定

参加された被災者
から、震災後10年の
思いを聞き取る。

実施回数や、参加人
数等。編集員12名が
毎月10時間ぐらいの
聴き書き作業を行う

1.被災者が近隣との
交流、関係が出来、
安心した生活が出
来ると共に、自立し、
活力に満ちた生
活を送るようになる

2､｢傾聴」の広まりに
伴い、超高齢化社
会で高齢者も支え
られるだけでなく
支える役割を担う
ことで有用感を持ち
地域の「ボランティ
ア」の増加が見込め
る効果。地域の関係
性が良くなり支え合う
社会の実現が見込め
る効果。

人材育成として、各
地域の人たちに「傾
聴」を知って頂く

ネットワーク交流で
日頃の活動の振り
返りが出来る

公開講座により、社
会問題を考える方
向に向く

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

被災者が、これま
での10年を振り返

ることで、自分史と
して、自分の生き
方を考える効果が
生まれる

有資格･専門性
ある会員

2.人材育成
・公開講座、2回開催

・傾聴ボランティア
養成講座、

･傾聴ボランティア
基本講座

・傾聴ボランティア
ネットワーク研修
の実施

安心して参加できる
場を継続的に提供す
ることで、地域住民の
交流を図り、新しい人
間関係作りに役に立
ち、自己肯定感が出
て前向きになること
が期待できる

その場での傾聴を介
した記録紙作成によ
り、被災者がこれまで
の10年を振り返るこ
とで、次のステップへ
進むことが出来る力
が生まれる効果が期
待できる

人材育成により、各
地域の中に「傾聴」の
考え方、理解が広ま
り、人間関係が良くな
る効果。社会問題に
対し出来る事を考え
る効果が期待できる


